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空港・航空業界動向 空港間競争

アジア主要空港では大規模拡張プロジェクト進行中、極めて大きな取扱能力を計画 路線獲得競争の激化

 2018年 ターミナル2供用
 2023年 ターミナル2拡張、第4滑走路供用

（出典:各空港Webサイトや報道発表資料等より）

 2019年 開港（滑走路４本）
計画値現状

79万回39万回年間発着回数

1億人6,800万人年間取扱旅客数

5本3本滑走路数

計画値現状

時間値102回43万回年間発着回数

1億人7,470万人年間取扱旅客数

3本2本滑走路数

計画値現状

不明39万回年間発着回数

1.35億人6,563万人年間取扱旅客数

3本2本滑走路数

計画値(長期)計画値(初期)

88万回62万回年間発着回数

1億人7,200万人年間取扱旅客数

6本4本滑走路数

 2017年 第5滑走路完成
 2019年 サテライトターミナル供用
 2025年 ターミナル3完成

計画値(2025年)現状

76万回50万回年間発着回数

1.2億人7,400万人年間取扱旅客数

5本4本滑走路数

韓国 仁川空港

中国
香港空港

 2029年 Ｂ滑走路延伸、Ｃ滑走路
新設

24時間
運用

24時間
運用

中国
北京大興空港

24時間
運用

 2024年 北滑走路延伸、第3滑走路供
用、ターミナル2拡張、ターミナル3供用

 2019年 大規模複合施設Jewel供用
 2020年代半ば 第3滑走路(現 軍用)
の延伸および軍民両用化完了

 2030年代半ば ターミナル5供用
計画値現状

50万回30万回年間発着回数

7,500万人4,318万人年間取扱旅客数

３本２本滑走路数

日本 成田空港

中国
上海浦東空港

24時間
運用

旅客流動取り込みのチャンス

＋羽田空港の機能強化と合わせ
⇒首都圏空港100万回

シンガポール
チャンギ空港

24時間
運用

※「現状」は2018年度の数値 1

空港・航空業界動向 空港間競争



首都圏空港で計画されている機能強化（成田空港）

○成田空港は、現在でもピーク時間帯では需要が処理能力を上回っており、状況の改善が期待される
一方で、老朽化した旅客ターミナル・貨物施設等の空港施設の大幅な能力向上が必要不可欠

○成田空港の機能強化は、アジア諸国の成長を取り込み、日本経済の成長を図る重要な国家プロジェクト
であり、R6.7の関係閣僚会議において総理が機能強化の取組の加速を要請

2出典：「新しい成田空港」構想とりまとめ2.0概要（2024.7「新しい成田空港」構想検討会）



首都圏空港で計画されている機能強化（成田空港）

○成田空港全体の能力向上を図るため、滑走路延伸・新設のほかターミナル再編、新貨物地区等を整備
○土地利用規制の弾力的活用による空港隣接地との一体的運用等により、地域と一体的・持続的発展を図る

出典：「新しい成田空港」構想とりまとめ2.0概要（2024.7「新しい成田空港」構想検討会） 3



首都圏空港で計画されている機能強化（成田空港）
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8/26国家戦略特別区域諮問会議（第64回）
資料2「成田空港を核とした国際航空物流拠点機能強化について」より抜粋

【岸田総理 発言抜粋】

今回新たに、成田空港
を核とした国際航空物
流拠点機能の強化に
ついて、日本全体の競
争力強化の観点から、
国家プロジェクトとして
取組を加速してまいり
ます。

国土交通省を始め関
係省庁においては、地
元自治体と連携して、
国家戦略特区制度の
活用や関連インフラの
整備を含めて、総合的
な支援策を取りまとめ
てください。
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首都圏空港の物流・人流について

○成田空港は、国際貨物の取扱量が全国第一位であり、空港からの出荷先も都内が第一位
○成田空港へ到着した旅客のうち４割以上の目的地が東京都内であり、最も多い
○首都圏空港が一体となって機能を発揮するには都内への円滑なアクセスの確保が重要
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■空港別貨物取扱量順位（令和４年度）

（万トン/年）

■空港別乗降客数順位（令和４年度）
（百万人/年）

■成田空港・羽田空港の到着旅客の目的地（令和３年調査（平日））

■成田空港・羽田空港への輸入貨物の集中地（重量ベース、令和４年調査）
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43t
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11t
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41t

空港別到着旅客の目的地
（令和３年調査（平日））

旅客データの出典：令和３年度航空旅客動態調査（国土交通省）

空港別輸入貨物の集中地
（重量ベース、令和４年調査）

【成田空港】 【羽田空港】

貨物データの出典：令和４年度国際航空貨物動態調査（国土交通省）

東京都 千葉県

【成田空港】 【羽田空港】

東京都 東京都

東京都

■国際貨物取扱量（重量ベース・輸出入合計、令和４年調査）

（トン/日）



成田空港をとりまく千葉県内の高規格道路ネットワーク

○成田空港の開港に合わせ、千葉県内では東関東自動車道と新空港自動車道を整備
○東関東自動車道・新空港自動車道は都心と成田空港を直結する唯一の高規格道路
（宮野木JCTで京葉道路と接続）

アクアライン
CA

成田空港
S53開港

1 

京葉道路
S46東関道(成田方面)と接続
S57東関道(東京方面)と接続

S46開通

宮野木JCT～富里IC

S47
開通

富里IC
～

成田IC

S53開通

成田IC
～

新空港IC

S57開通

高谷JCT～宮野木JCT

6

E51

C 4E14

E14

E83

E1

E20

E17
E6C 3

C 2

E82

E65

圏央道

外環道

東関東自動車道
S41国幹道計画決定

湾岸線

東名高速

関越道

常磐道

中央環状線

中央道

第三京浜

館山道

千葉東金道

京葉道

羽田線

湾岸線

新空港道

川崎浮島
JCT

B 

B 

宮野木
JCT

K6

2車線4車線6車線以上

車線数

凡 例

供用中

事業中



成田空港をとりまく千葉県内の高規格道路ネットワーク

○東京外環自動車道と成田空港を最短で結ぶ北千葉道路は、起点側と終点側で事業を実施中
○圏央道東側の未開通区間の大栄JCT～松尾横芝IC間は令和8年度に開通予定※1

○高谷JCT周辺から蘇我IC周辺・市原IC周辺に至る新湾岸道路は令和6年度から概略ルート・構造の検討に着手
北千葉道路

東京外環
（千葉県区間）

三郷南IC～高谷JCT
平成30年開通

事業中
（印西～成田）

開通済

開通済

一部暫定2車線

（暫定供用含）

令和8年度開通予定
※1大栄JCT～国道296号IC(仮称)間
は1年程度前倒しでの開通を目指す

圏央道（大栄～松尾横芝）

都市計画・環境アセスメント
手続きが完了した区間

7

大栄JCT

松尾横芝IC

事業中

成田JCT

三郷南IC

(仮称)
北千葉JCT

高谷JCT

蘇我IC

市原IC

（市川・松戸）

新湾岸道路
【調査中】
（外環高谷ＪＣＴ周辺から
蘇我ＩＣ周辺ならびに
市原ＩＣ周辺まで）

2車線4車線6車線以上

車線数

凡 例

供用中

事業中

調査中

※2:令和５年７月から、上り線（木更津→川崎方面）において、土日・
祝日に時間に応じて料金を変動させる社会実験の取組を実施中

土日・祝日に上り線の
料金変動実施中 ※2



成田空港をとりまく千葉県内の高規格道路ネットワーク

○平成29年2月に圏央道の茨城県区間が全線開通、成田空港北側からの利便性が向上
○千葉県内の残る圏央道未開通区間である、大栄JCT～松尾横芝IC間の開通（令和8年度予定※）に
より、成田空港から千葉県東部・南部へのアクセスが大幅に改善

8

※大栄JCT～国道296号IC(仮称)間は1年程度前倒しでの開通を目指す

※IC、JCT名称には仮称を含む

令和8年度開通予定
※大栄JCT～国道296号IC(仮称)間
は1年程度前倒しでの開通を目指す

圏央道（大栄～松尾横芝）

成田空港



空港機能強化に対応した高規格道路ネットワークのあり方について

○現状では、千葉側（成田）は、東京側（羽田）に比べて都心からの高規格道路の経路選択が少ない
○成田空港の機能強化に対応し、都内とのアクセスを考慮した広域道路ネットワーク整備の検討が必要
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アクアライン
CA

1 
K6

E51

C 4

E14

E14

E83
E1

E20

E17
E6C 3

C 2

E82

E65

B 

B 

千葉

宮野木
JCT

横浜

今後の機能強化により、
貨物・旅客のより一層
の増大が予想

都心と羽田空港間は
首都高が有機的に結び
ついて機能東京都心～横浜方面と羽田

空港の往来は複数の路線に
より交通分担

圏央道

外環道

湾岸線

東名高速

関越道

常磐道

中央環状線

中央道

館山道

千葉東金道

京葉道

羽田線

湾岸線

新空港道北千葉道路

新
湾
岸
道
路

第三京浜

東関東道

宮野木JCTから成田空港
まで最短で結ぶ高規格
道路は東関道のみ

都心～宮野木JCT間は、
成田空港の往来に千葉
方面の交通が加わる

令和8年度開通予定
※大栄JCT～国道296号IC(仮称)間は

1年程度前倒しでの開通を目指す

圏央道（大栄～松尾横芝）

3.4万台/日

4.3万台/日

8.1万台/日

10.4万台/日

7.1万台/日

5.6万台/日

4.1万台/日

2.2万台/日

11.5万台/日

0.5万台/日

1.1万台/日

1.1万台/日

10.7万台/日

8.8万台/日

9.6万台/日

4.7万台/日

6.6万台/日

7.8万台/日

5.2万台/日

羽田空港

成田空港

2.9万台/日

0.7万台/日

0.9万台/日

圏央道の開通で
南側からのアクセスが強化

2車線4車線6車線以上

車線数

令和3年度一般交通量調査値

凡 例

平日24ｈ交通量

供用中

事業中

調査中

2.8万台/日土日・祝日に上り線の
料金変動実施中 ※

※令和５年７月から、上り線（木更津→川崎方面）において、土日・祝日に時間に応じて料金を変動させる社会実験の取組を実施中

4.6万台/日

東京
都心



今後の進め方（案）について

令和６年度 第１回 千葉県道路協議会

・首都圏空港の機能強化を踏まえた高規格道路ネットワークのあり方
・今後の進め方

第１回 分科会

・配慮すべき検討上の課題整理
・整備効果の把握 等

・
・
・

○空港の機能強化を踏まえた、高規格道路ネットワークの基本方針

※首都圏空港の機能強化を踏まえた高規格道路ネットワークのあり方について、分科会で具体的な検討を実施
※成田空港周辺の一般道の整備計画について、別途新たな検討な場を設けて具体的な検討を実施
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【参考】成田空港周辺における道路整備計画について

○成田空港の機能強化により交通量の増加が予想
○課題抽出や対策案等に繋がる道路交通分析について、ＮＡＡと千葉県で検討を実施

出典：「新しい成田空港」構想とりまとめ2.0概要（2024.7「新しい成田空港」構想検討会） 11



【参考】成田空港周辺における道路整備計画について

【目的・背景】
成田空港の機能強化に合わせた道路整備を行い、機能強化の効果を空港周辺の市町に波及させるため、「成田空港
周辺の地域づくりに関する『実施プラン』」を上位計画とし、整備が必要となる道路を定める

【基本的な考え方】
対象地域：成田空港周辺９市町 （成田市、富里市、香取市、山武市、栄町、神崎町、多古町、芝山町、横芝光町）

整備路線

実施プランに掲載されている
現在事業中の路線

調査路線

早期事業化を目標に、整備に
向けた調査を実施する路線

空港の機能強化を踏まえた対象路線の選定

○将来の交通動向により整備が
必要となる道路

［想定される整備内容］
• バイパス
• 現道拡幅
• 交差点改良 など

○市町のまちづくり等に必要な道路

［連携するまちづくり］
• 地場産業、中小企業振興
• 企業誘致
• 観光振興 など

対象路線の整備方針（整備／調査）

※成田空港周辺９市町

○成田空港機能強化の効果を周辺市町に波及させる道路整備を検討する「成田空港周辺道路検討会」を設置
○整備を推進する事業中路線と、機能強化に伴う整備が必要な路線を位置付ける道路整備計画を策定中

香取市

成田市

多古町

栄町

富里市 芝山町

山武市

横芝光町

神崎町

※成田空港周辺道路検討会による検討イメージ 12



【参考】２０５０年、WISENET（ワイズネット）の実現

13出典：国土交通省資料


